
資料３ 

益田市自転車活用推進計画の施策進捗について 

 

１．益田市自転車活用推進計画について 

 「益田市自転車活用推進計画」は、市がこれまで行ってきた自転車を活用したまちづくりを一層推

進し、市民の自転車利用のさらなる促進と地域振興を目指し、令和２年 6 月に策定しました。 

 本計画は、自転車活用推進法第１１条（市町村自転車活用推進計画）の規定に基づく計画として策

定し、策定にあたっては、国の自転車活用推進計画及び「島根県自転車活用推進計画を踏まえ、本市

の上位計画である「第６次益田市総合振興計画」に基づく、自転車施策に関するマスタープランとし

て位置付け、各種の関連計画との整合性を図っております。 

 

 【計画の内容 】 

   将来像である「暮らしやすいまち 訪れたいまち 100ZERO のまち益田~漕いだペダルの一つ

ひとつがこのまちの追い風となる~」を本市が目指す姿として、４つの基本方針と 43 施策を定めて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画の期間】 

令和２年度から令和６年度までの５年間とし、以後５年ごとに更新 

 

 

 

詳しくは、「益田市自転車

活用推進計画」をご覧く

ださい。 

 

※旧益田市自転車活用推

進計画策定委員会委員の

皆さまには、計画策定時

お渡しさせていただいて

おります。 

※新たに益田市自転車活

用推進委員会の委員にご

就任いただいた皆様に

は、第１回益田市自転車

活用推進委員会の開催案

内に同封させていただき

ました。 



２．施策進捗管理について 

  計画に掲げる基本方針、計画目標が達成されるよう、計画的・戦略的な事業実施と継続的な改善を

行う必要があります。評価については、「益田市自転車活用推進委員会」で行うこととなっており、委

員会を定期的に開催し、PDCA サイクルに基づき、施策の進捗や達成状況を評価・検証し、フォロー

アップを実施、また社会情勢の変化を踏まえながら必要に応じて計画の見直し助言を行うこととして

おります。 

 ※益田市自転車活用推進計画 P98 

「第 6 章_計画の進行管理 6-1_計画の進行管理・フォローアップ」参照 

 

○評価の対象施策 

  計画に定めている 47 施策のうち、基本戦略として重点的に取り組む施策を「重点施策」に定めて

おり、益田市自転車活用推進委員会では、実施期間が短期的な措置に対する数値指標の結果について

報告し、施策や事業の見直し・改善を行うこととしています。 

 ※益田市自転車活用推進計画 P99 

第 6 章_計画の進行管理 6-2_短期的な措置に対する数値指標」参照 

 

 そこで、今年度の益田市自転車活用推進委員会では、下記施策について評価いただきたいと考えてお

ります。 

 開 催 評価対象施策 

第１回 今回（書面審議） 重点施策のうち短期施策（R2.3 年度分） 

第２回 
令和４年３月初旬 

開催予定 
重点施策のうち長期施策（R2.3 年度分 

  つきましては、別添 資料 3-1「益田市自転車活用推進計画_施策進捗管理表」をご確認いただき、ご

意見・進捗に係る評価をお願いいたします。 

 

 ※参考 

  【益田市自転車活用推進計画_施策進捗管理表について】 

   ・「基本方針」「施策の方向性」「重点施策」「通番」「実施期間」「担当課」については、益田市自

転車活用推進計画に記載されているものです。 

   ・「目標指標たっせいのための根拠事業」「取り組み内容」「計画作成値（令和元年度）」「目標値（令

和６年度）」「実績値」については、各担当課が各施策に沿って記入しております。 

   ・「進捗評価」「評価の理由」「今後の対応等」については、各担当課による自己評価を記載してお

ります。 

  【実施期間の考え方】 

短期：計画期間（5 年）内に実施を完了する施策 

長期：計画期間をこえて長期的に取り組む施策 

  【進捗評価の考え方】 

A:順調に進捗（ほぼ計画通り）  B:少し進捗    C:進捗なし         以上。 



益田市自転車活用推進計画_施策進捗管理表 【実施期間】短期：計画期間（5年）内に実施を完了する施策　長期：計画期間をこえて長期的に取り組む施策 【進捗評価】A:順調に進捗（ほぼ計画通り）　B:少し進捗　C:進捗なし

実績値 進捗評価 実績値 進捗評価

8_誰もが安心かつ気軽に

楽しめるサイクリング環

境の整備

○ 11
高津川河川管理道等の利活用による新たなサイ

クリングコースの検討・環境整備
短期

観光交流課

（都市整備課）

益田市高津川かわまちづくり協

議会

国土交通省の「かわまちづくり

支援制度」活用のための計画策

定

協議会設置検討
計画の認定及び整備事業開

始
協議会開催　4回 A 協議会開催　3回 A

全７回の協議会を開催し、意見交

換を実施
令和4年度申請予定

13 初心者から参加できる自転車教室の開催 短期 危機管理課 交通安全子供自転車島根県大会

小学生に自転車等の交通安全

ルールとマナーを身に付けさせ

る

１校 6校（累計） イベント中止 C イベント中止 C コロナ禍によるイベント中止
コロナ収束次第、イベント実施予

定

14 自転車による健康教室の開催 短期 健康増進課 自転車による健康運動教室事業
自転車と健康の効果を学び実践

する健康教室開催の検討
0回 2回 0回 C 0回 C

自転車に関する専門知識や指導ス

キルが必要であり、自転車に特化

した内容を現行の健康教室に組み

入れるのは難しい。

自転車専門のインストラクター等

の人材が必要であるが、原課での

対応は難しい。自転車を含め、運

動に関する普及啓発活動は継続実

施。

19 手荷物搬送サービスの検討 短期 観光交流課 サイクリストおもてなし事業

市外からのサイクリストが、駅

や空港に到着してそのまま走り

出せるよう、ホテル等への手荷

物搬送の検討

ー 手荷物搬送サービスの検討 ー C ー C

他自治体での実施内容から検討を

予定していたが、需要が見込め

ず、検討に至っていない

市外からのサイクリストの声を聴

きながら検討したい

20
ガイドを兼ねたアテンドライダーの養成と活用

の検討
短期 観光交流課 自転車活用推進事業

アテンドライダーの養成と活用

の検討し、サイクリスト誘客環

境の整備を行う

ー
アテンドライダーの養成と

活用の検討
ー C ー C

他自治体での実施内容から検討を

予定していたが、需要が見込め

ず、検討に至っていない

市外からのサイクリストの声を聴

きながら検討したい

12_地域巡り・交流を楽し

めるサイクルツーリズム

の創出

○ 21
地域資源を活かした体験・交流型プログラム・

ツアーの考案
短期 観光交流課 サイクリストおもてなし事業

地域の魅力を発信し、体験・交

流型プログラム・ツアーの考案

を行う

ー １回／年

・都市圏在住者対象のオン

ラインサイクリングイベン

トの実施（高津川都市交流

協議会/益田、吉賀、津和

野の３市町連携事業）

A ー C

【R2年度】広域市町との連携によ

り、コロナ禍でも実施可能な形で

のPRを実施

【R3年度】実施に至らず

体験・交流型プログラム・ツアー

の開催について検討する

15_効果的な情報発信 ○ 27 サイクリングマップの改訂 短期 観光交流課 サイクリストおもてなし事業
サイクリングマップを活用し、

効果的な情報発信を行う

企業版ふるさと納税を活用

しサイクリングマップを作

成

必要に応じてサイクリング

マップの情報更新を行う
サイクリングマップ改訂 A

英語版サイクリングマップ

を作成
A

サイクリングマップの情報更新、

及びインバウンド向けに英語版サ

イクリングマップを作成し、目標

値を達成

サイクリングマップを活用した効

果的な情報発信の検討

28
首都圏・関西圏からのサイクリストの誘客PR

活動の推進
短期 観光交流課 サイクリストおもてなし事業

首都圏・関西圏からのサイクリ

ストの誘客PR活動
A A

29
インフルエンサーによるサイクリングツアーの

実施
短期 観光交流課 サイクリストおもてなし事業

サイクリングツアー等の実施に

より「自転車のまち　益田」の

魅力発信

A A

30 広域連携による一体的な情報発信 短期 観光交流課 サイクリストおもてなし事業
広域連携による一体的な情報発

信
A A
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【基本方針Ⅰ　自転車を快適に利用することができる”まち”の形成】には、重点施策かつ短期事業なし

施策 目標指標達成のための根拠事業
担当課

※数値が把握できる課

実施

期間
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9_自転車に親しむ機会の

創出
○

11_サイクリストの受入れ

体制の整備

16_市民生活における自転

車の安全な利用、安全利

用教育の推進

○

基本

方針
施策の方向性

令和3年度
目標値【令和6年度】

計画作成時値

【令和元年度】
取組内容 評価の理由 今後の対応等

令和2年度
通番

重点

施策

広域連携、首都圏・関西圏へのPR

を継続実施し、「自転車のまち

益田」の認知度向上を図る

・都市圏在住者対象のオン

ラインサイクリングイベン

トの実施（高津川都市交流

協議会/益田、吉賀、津和

野の３市町連携事業）

・高津川流域の体験旅（飛

行機輪行）情報発信のた

め、サイクリストのインフ

ルエンサーである「おおや

ようこ」氏による現地ロケ

の実施。SNS、Youtube等

で情報発信（高津川都市交

流協議会/益田、吉賀、津

和野の３市町連携事業）

・Youtuber「けんたさん」

による益田~津和野コース

の情報発信（萩・石見空港

利用促進協議会）

・サイクリスト向けイベン

トCYCLE MODE RIDE

OSAKAへの出展（R4.3月

予定）

・Youtuber「けんたさん」

によるIWA-IWAライド

コースの情報発信（萩・石

見空港利用促進協議会）

※岩国空港イン→萩・石見

空港アウトのサイクリング

コース

本市の認知度の割合

首都圏　32％

関西圏　50％

※自転車展示会でのアン

ケート調査結果

本市の認知度の割合

首都圏　40％

関西圏　60％

※自転車展示会でのアン

ケート調査結果

広域市町との連携により、コロナ

禍でも実施可能な形でのPRを実施
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